
平成２６年度 移住促進策のバージョンアップ（案）
◆バージョンアップの全体像

アクティブな情報発信による人財誘致
都市部人材

マス・ターゲット

志ある未知の人材

移住を

考えている方
知識・スキル

を持つ方
アクティブシニア

起業意欲を持つ方

個別・ターゲット

大企業

中小企業

失業なき労働移動

多様なスキル

：経営企画、商品開発、営業製造業管理、

知財、財務、人材育成、法務、海外事業

といった業務経験

県人会、大学…

バージョンアップのポイント１
「「「「高知家高知家高知家高知家」」」」プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション

「高知家」プロモーション

２nd Season
によって、

高知ファン
に誘導

「高知家」プロモーション
との連動によって、 官

NEW

【資料６】

地域地域で活躍する中核人材!!

未知の人材が活躍できるステージ

活躍できる受入体制づくり

地域が求める人材や役割

「営業・販売責任者」「情報処理・通信技術者」etc…民間事業者

市町村 「地域活性化（地域おこし協力隊）」

顕在化した人材ニーズ

マッチング

産業雇用安定産業雇用安定産業雇用安定産業雇用安定センターセンターセンターセンター

…………等等等等々々々々

民間人材民間人材民間人材民間人材ビジネスビジネスビジネスビジネス会社会社会社会社

◆都市部での座学を開催

◆高知での短期研修を開催

エキスパートエキスパートエキスパートエキスパート人材人材人材人材 シニアシニアシニアシニア人材等人材等人材等人材等

出向・転籍

起業・就業支援研修事業

◆OJT,OFF-JT研修を支援 等

NEW

●首都圏 移住・交流コンシェルジュ

・移住相談・企業訪問

ｱｸﾃｨﾌﾞな
情報発信

●「高知家で暮らす。」ＨＰ

●他部局・他機関による情報発信

（トリム基金・ｼｪｱｵﾌｨｽ・ｱｸﾞﾘｽｸｰﾙ等）

●ﾀｰｹﾞｯﾄに応じた情報発信
都市部人材誘致促進事業NEW

東京事務所

首都圏ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ

が連携し、

高知に結び付け

●移住促進団体や移住者のfacebook等

で口コミによる情報発信

幸せ移住パッケージシステム

移住・交流コンシェルジュ

移住に関して、
地域や仕事、趣
味などの希望を
お聞かせください。

パッケージ作成も

お手伝いします。

「高知家で暮らす。」
から魅⼒的なコンテンツ

を継続配信

「パッケージシステム」の
情報提供により、

移住・交流コンシェルジュ
に誘導

との連動によって、
高知家で暮らすHP

に誘導

関⼼から⾏動へ
促すための

官

民

協

働

・

市

町

村

連

携

に

よ

る

移

住

促

進

「高知で暮らし隊」へ誘導

・移住相談

・営業による人材の発掘
・マッチング

・コンシェルジュ等との連携

★全庁挙げてバックアップ

民間による

支援策の充実

・レンタカー割引

・宿泊割引

・引越割引

移住支援特使

連

携

NEW

NEW

首都圏にｺﾝｼｪﾙｼﾞｭを配置

経営戦略を持って、トマト

を有機栽培!!

塩づくりで、地域に恩返し!!

その他 「地域活動ボランティア」etc…

市町村 「地域活性化（地域おこし協力隊）」

バージョンアップのポイント２

●●●●地域地域地域地域ＡＰＡＰＡＰＡＰのののの中核人材中核人材中核人材中核人材 ●●●●企業企業企業企業のマネージメントのマネージメントのマネージメントのマネージメント人材人材人材人材

●●●●外商外商外商外商・・・・貿易貿易貿易貿易のスキルのスキルのスキルのスキル ●●●●一次産業一次産業一次産業一次産業のののの担担担担いいいい手手手手

●●●●伝統産業伝統産業伝統産業伝統産業（（（（打打打打ちちちち刃物刃物刃物刃物・・・・紙紙紙紙）））） ●●●●商店街空商店街空商店街空商店街空きききき店舗運営店舗運営店舗運営店舗運営etc…etc…etc…etc…

潜在する人材ニーズ

掘り起こし

顕在化

県・地域本部

バージョンアップのポイント３

⺠間⽀援団体等との連携強化

移住支援団体等の全県的なネットワークの形成に

よって、情報やノウハウの共有が円滑に行われるとと

もに、新たな移住支援団体等の参画を促し、官民

協働による情報発信や移住希望者等のサポートと

いった移住促進の取り組みを活発化する。

移住支援移住支援移住支援移住支援ネットワークネットワークネットワークネットワーク（（（（仮仮仮仮））））のののの形成形成形成形成NEW

促すための
情報や機会の提供

不安を解消する
サポートの充実

地域になじみ住み続けて
もらうための情報提供
・サポートの充実
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専門相談員

地域移住ｻﾎﾟｰ
ﾀｰ

住宅の確保対策
（中間保有・荷物処分等・ＮＰＯへの支援）

⺠間支援団体等
との連携による

移住促進

地域地域で活躍する
中核人材!!

・引越割引

官民挙げた盛り上がりﾟ!!

NEW

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟのﾎﾟｲﾝﾄ3

NEW

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟのﾎﾟｲﾝﾄ1
NEW

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟのﾎﾟｲﾝﾄ2
都市部からの人 誘致財財財財

《現状》 掘掘掘掘りりりり起起起起しがしがしがしが進進進進まないまないまないまない理由理由理由理由

１１１１

２２２２

３３３３

見知らぬ移住者

に貸すのは不安

修繕してまで貸せ

ない

空き家内に荷物が

残っている

市町村やNPOが中間保有し、所有者の不安

の解消!!

所有者・市町村・NPO等の財政負担を軽減!!

【市町村が改修する場合】 【NPOが改修する場合】

国庫事業に県単を継ぎ足し 補助限度額を市町村

負担を1/2⇒1/4に軽減 と同等に拡充

荷物の整理・処分費用を軽減!!

【市町村が実施する場合】 【NPOが実施する場合】

½補助、上限400万円 定額、上限50万円

移住者の声

H25.4以降に

移住61人

から聞取り

・移住を躊躇した理由

「住居の確保」(21人)

・内「希望の住居があった」

(3人)

・希望する地域に空

き家情報や希望を

満たす住宅がなく

ミスマッチが生じ

ている

「住居」のニーズは多く、住宅の確保が必要

移住者向け住宅の確保促進

第第第第１１１１
のののの矢矢矢矢

対策対策対策対策

第第第第２２２２
のののの矢矢矢矢

第第第第３３３３
のののの矢矢矢矢

３３３３本本本本
のののの矢矢矢矢をををを
ｾｯﾄでｾｯﾄでｾｯﾄでｾｯﾄで
提示提示提示提示市町村・

移住⽀援団体の声

○『 幸せ移住ﾊﾟｯｹｰｼﾞ

ｼｽﾃﾑ』への高知市

以外の市町村の住宅

登録件数⇒

128/589件(1/7現在）

NEW

○住宅の更なる

掘り起こし

《課題》
拡

ネットワーク化ネットワーク化

ネットワーク化

ネットワーク化

高知県移住推進協議会高知県移住推進協議会高知県移住推進協議会高知県移住推進協議会

（（（（民間民間民間民間サポートサポートサポートサポート部会部会部会部会））））

ネットワークの

代表として参画

行政行政行政行政

（（（（高知県高知県高知県高知県・・・・市町村市町村市町村市町村））））

民間団体等と行政

との意見交換会
連携連携連携連携のののの形形形形

日常的日常的日常的日常的なななな

情報交換情報交換情報交換情報交換・・・・共有共有共有共有

移住支援団体等による、連携した

事業の実施を支援（地域インターン
シップ、移住体験ツアーなど）

＊移住者向け

住宅も含む

中間保有に
関して、

○26市町村が
意向有

<住宅課調べ>

○５移住支援団体

が意向有り

<地域づくり調べ>



平成26年度 都市部人材誘致促進事業費補助金（案）

【【【【目的・概要目的・概要目的・概要目的・概要】】】】

県の「起業・就業支援研修事業」や、県と協定を締結した民間のマッチング事業者等を通じて、高知県へ転職・出向を希望する者（※以下「対象
者」という。）を受け入れる事業者を支援するとともに、都市部の民間人材を受け入れる市町村等を支援することによりで都市部等から高知県に都市部等から高知県に都市部等から高知県に都市部等から高知県に
人財を呼び込み、移住促進や地域の活性化に繋げる。人財を呼び込み、移住促進や地域の活性化に繋げる。人財を呼び込み、移住促進や地域の活性化に繋げる。人財を呼び込み、移住促進や地域の活性化に繋げる。

支援メニュー① １０，０００千円１０，０００千円１０，０００千円１０，０００千円 （（一）2,000 （国）8,000）

◯研修支援事業…OJT又はOff-JT訓練に関する支援
補助先：対象者（※）を正規労働者とし雇い入れ又は出向で受入れた事業者事業者事業者事業者（但し国の支援制度対象者を除く）
補助率：定額（off-JT 800円/時+経費助成（300千円上限）、OJT 700円/時）
補助対象：①OFF-JT 訓練にかかる賃金及び経費相当分

②OJT 訓練にかかる実施費用相当分
補助限度額： 未定（国の制度に準じる）
積算：500千円／人×20件

支援メニュー①

支援メニュー②

◯地域づくり人材確保支援事業…都市部の民間企業等に勤務する人材の受け入れに関する支援
補助先：市町村等（実施主体：市町村等又は公共的団体）市町村等（実施主体：市町村等又は公共的団体）市町村等（実施主体：市町村等又は公共的団体）市町村等（実施主体：市町村等又は公共的団体）
補助率：１／２以内
補助対象：人材の派遣（転籍、出向等）に関して、市町村等が負担又は公共的団体に対する支援に要する経費

※地域の課題解決、地域資源を活かした事業の立ち上げ、その他公益性の高い事業等に従事する場合に限る
補助限度額：人件費相当分 1,000千円/人
積算：1,000千円／人×5件

５，０００千円５，０００千円５，０００千円５，０００千円 （（一）5,000）

１０，０００千円１０，０００千円１０，０００千円１０，０００千円 （（一）2,000 （国）8,000）



起業・就業支援
研修事業

【【【【概要概要概要概要】】】】

地域が求める人材や役割地域が求める人材や役割地域が求める人材や役割地域が求める人材や役割に対して、県の「起業・就業支援研修事業」県の「起業・就業支援研修事業」県の「起業・就業支援研修事業」県の「起業・就業支援研修事業」また�、県と協定を締結したマッチング事業者県と協定を締結したマッチング事業者県と協定を締結したマッチング事業者県と協定を締結したマッチング事業者を通じて、転職・出向を希望
する者（※以下「対象者」という。）を受け入れる事業者を支援することで、地域の活性化を図る。

県内民間
事業者

平成26年度 都市部人材誘致促進事業費補助金

見積額：見積額：見積額：見積額：１０，０００千円１０，０００千円１０，０００千円１０，０００千円 （（一）2,000 （国）8,000）研修支援事業

全体スキーム

支援メニュー①

マッチング事業者

大企業
中小企業

送り出し側送り出し側送り出し側送り出し側

..

ルート１

マッチング事業者を通じた雇用又は出向

ルート２

県の実施する研修事業を通じた雇用又は出向

高知県

補助金申請

補助金交付

Off-JT
OJT

受入後研修計画を
作成し、申請

研修実施後、実績
を確認の上交付

高知県 事業実施

情報共有
取り決め

求人情報
提供

求人情報
提供

①都市部の座学（地域の実情の
理解や仕事内容の理解等）

②県内での実施研修（事業者と
の面談交流、ビジネス体験等）

都市部人材等都市部人材等都市部人材等都市部人材等

地域が求める
人材や役割

１．補助先：対象者（※）を正規労働者とし雇い入れ又は出向で受入れた県内民間事業者民間事業者民間事業者民間事業者（但し国の支援制度対象者を除く）
２．補助率：定額（off-JT 800円/時+経費助成（300千円上限）、OJT 700円/時）
３．補助対象：対象者が受け入れ先において、必要なスキルや技能を身につけるための研修に対して支援

①OFF-JT 訓練にかかる賃金及び経費相当分
②OJT 訓練にかかる実施費用相当分

４．補助限度額：（国の制度に準じる）
５．積算：500千円／人×20件

支援内容詳細

..

期待される効果

民間人材ビジネス会社、㈱日本雇用
創出機構、（公財）産業雇用安定セ
ンター、㈱日本総合研究所 など

国の支援制度対象の場
合は除く

①事業者の経営課題を解決できる人材を都市部等から受け入れることにより、地産外商が進み、地域地域で若者が誇りと志を持って
働ける高知県に繋がる。
②送り出し側企業（都市部人材等）を受け入れる環境を支援することにより都市部などからの県内への人材移動（移住）を促進する。
③成功事例の蓄積による、県内民間事業者の高知県への求人情報提供の増。

【参考】県内求職者向けの支援
■求職者雇い入れ研修支援事業（雇用労働政策課）

地域求職者（県内求職者）を雇い入れて研修させる企業に対し、
人件費等の一部を補助する
→補助額：1,000千円/人



地域おこし企業人
交流プログラム

【【【【概要概要概要概要】】】】

国の「地域おこし企業人交流プログラム」国の「地域おこし企業人交流プログラム」国の「地域おこし企業人交流プログラム」国の「地域おこし企業人交流プログラム」また�、県と協定を締結したマッチング事業者県と協定を締結したマッチング事業者県と協定を締結したマッチング事業者県と協定を締結したマッチング事業者を通じて大都市圏に本社のある企業に勤務する企
業人などが、市町村等（又�公共的団体）に派遣され、地域の課題解決など公益性の高い事業等に従事する地域の課題解決など公益性の高い事業等に従事する地域の課題解決など公益性の高い事業等に従事する地域の課題解決など公益性の高い事業等に従事する場合、その企業人を受け入れる
市町村等を支援することで、地域の活性化を図る。

市町村等

平成26年度 都市部人材誘致促進事業費補助金

地域づくり人材確保支援事業

全体スキーム

マッチング事業者

大都市圏
に本社の
ある企業

など

送り出し側送り出し側送り出し側送り出し側

..

ルート１

マッチング事業者を通じた雇用・派遣（出向等）

ルート２

国の「地域おこし企業人交流プログラム」を通じた派遣（出向等）

高知県

補助金申請

補助金交付

派遣終了後（又は
年度末）に交付 市町村、一部事務組合、

広域連合、複数の市町
村で組織する協議会

（国事業）
①定住自立圏に取り組む市町村
②過疎地域等の条件不利地域

【地方財政措置：１名あたり特別交
付税３５０万円】

都市部人材等都市部人材等都市部人材等都市部人材等

支援メニュー②

見積額：５，０００千円見積額：５，０００千円見積額：５，０００千円見積額：５，０００千円 （（一）5,000）

直接雇用又は団体
への補助

※支援メニュー①との重複支給�しない

支援内容詳細

..

期待される効果

①大都市圏の企業などから人材の派遣を受け、そのノウハウやスキルを活用することで、課題解決先進県を実現するとともに、地域
地域で若者が誇りと志を持って働ける高知県に繋がる。
②都市部の大手企業の人材などと地域が繋がることをきっかけとした、企業と地域との交流、連携の促進。

１．補助先：市町村等（実施主体：市町村等又は公共的団体）市町村等（実施主体：市町村等又は公共的団体）市町村等（実施主体：市町村等又は公共的団体）市町村等（実施主体：市町村等又は公共的団体）
２．補助率：１／２以内
３．補助対象：人材の雇用、派遣（転籍、出向等）に関して、市町村等が負担又は公共的団体に対する支援に要する経費

（人件費相当分）
※地域の課題解決、地域資源を活かした事業の立ち上げ、その他公益性の高い事業等に従事する場合に限る

４．補助限度額：人件費相当分 1,000千円/人
５．補助期間：最長３年 ６．積算：1,000千円／人×5件

..マッチング事業者を通じた雇用・派遣（出向等）
公共的
団体

観光協会、ふるさと公社
など公共的な活動を営む
団体

市町村等
による支援



移住者向け住宅の確保促進

移 住 希 望 者 向 け の 住 宅 等 の 確 保 に 向 け た ⽀ 援 制 度 マ ト リ ッ ク ス

空き家調査 空き家の改修・荷物整理など

《現状》 掘掘掘掘りりりり起起起起しがしがしがしが進進進進まないまないまないまない理由理由理由理由

１１１１

２２２２

３３３３

見知らぬ移住者に

貸すのは不安

修繕してまで貸せない

空き家内に荷物が

残っている

市町村やNPOが中間保有し、所有者の不安の解消!!

所有者・市町村・NPO等の財政負担を軽減!!

【市町村が改修する場合】 【NPOが改修する場合】

国庫事業に県単を継ぎ足し 補助限度額を市町村と

負担を1/2⇒1/4に軽減 同等に拡充

荷物の整理・処分費用を軽減!!

【市町村が実施する場合】 【NPOが実施する場合】

½補助、上限400万円 定額、上限50万円

移住者の声

H25.4以降に

移住61人

から聞取り

・移住を躊躇した理由

「住居の確保」(21人)

・内「希望の住居があった」

(3人)

・希望する地域に空

き家情報や希望を

満たす住宅がなく

ミスマッチが生じ

ている

「住居」のニーズは多く、住宅の確保が必要

＊移住者向け

住宅も含む

中間保有に

関して、

○26市町村が

意向有

<住宅課調べ>

○５移住支援団体

が意向有

<地域づくり調べ>

対策対策対策対策

３３３３本本本本
のののの矢矢矢矢をををを
ｾｯﾄでｾｯﾄでｾｯﾄでｾｯﾄで
提示提示提示提示

市町村・

移住支援団体の声

○『 幸せ移住ﾊﾟｯｹｰｼﾞ

ｼｽﾃﾑ』への高知市

以外の市町村の住宅

登録件数⇒

128/589件(1/7現在）

○住宅の更なる

掘り起こし

《課題》

NEW

NEW

【移住促進事業費補助金】

※ソフト事業

（上限400万：1/2以内）

※NPO等支援事業

（上限50万：定額）

空

き

家

バ

ン

ク

登

録

・

移

住

者

へ

貸

与

市町村

空き家

所有者等

NPO等

空き家改修

【移住促進事業費補助金】

※ソフト事業

（上限400万：1/2以内）

※NPO等支援事業

（上限50万：定額）

【移住促進事業費補助金】

※ハード事業

（上限3000万／1戸450万：1/2以内）

【移住促進事業費補助金】※ハード事業

（お試し滞在住宅整備等）

補助限度額を市町村と同等に拡充

（市町村の間接補助事業）

【高知県空家再生等推進事業費

補助金】

※ハード事業

（上限225万：1/4以内）

【移住促進事業費補助金】

※U・Iターン住宅改修事業

（上限25万：1/2以内）

（市町村の間接補助事業）

実施主体

空家再生等
推進事業等

１/2以内

国補助への継ぎ足し

NPOも

含む

バージョンアップバージョンアップバージョンアップバージョンアップ

荷物整理

★使途拡充★

空き家の荷物の整理・処分

についても支援対象とする

拡充

NEW

NEW

NEW



民間支援団体等との連携強化（案）
現 状

◆◆◆◆活躍活躍活躍活躍するするするする多様多様多様多様なプレーヤーがなプレーヤーがなプレーヤーがなプレーヤーが存在存在存在存在

①県内には、市町村からの移住相談業務等の受託や自らいなかビジネス

事業を実施し、積極的に移住支援に取り組む団体（以下「移住支援団

体」という。）が存在。

②①以外にも組織的に移住に関する取り組みを行っている団体が存在。

③個人的に移住者の受入れや移住相談を行っている方（地域移住サポ

ーター等）が存在。

④その他、地域づくりに取り組む団体が多数存在。（(一財)地域活性化セン

ターへの登録団体：34)

課 題

地域地域で受皿となるNPO等の民間の活躍を促進

・民間団体間のネットワーク（交流の機会、情報交換）の構築【点から面へ】

・民間団体と行政との連携強化

移住支援移住支援移住支援移住支援ネットワークネットワークネットワークネットワーク（（（（仮仮仮仮））））のののの形成形成形成形成

対 策

新

ネットワーク化ネットワーク化

ネットワーク化
れいほく田舎暮らし

土佐山アカデミー

いなかパイプ

FUSE 日常的日常的日常的日常的なななな

情報交換情報交換情報交換情報交換・・・・共有共有共有共有

移住支援団体等の全県的なネットワークの形成によって、情報やノウハウの共有が円

滑に行われるとともに、新たな移住支援団体等の参画を促し、官民

協働による情報発信や移住希望者等のサポートといった移住促進の取り組みを活発化

する。

◆◆◆◆県県県県とととと民間団体等民間団体等民間団体等民間団体等のののの連携連携連携連携

①H25年度から、移住・交流コンシェルジュを中心に民間団体、市町村担

当者、専門相談員が出席する意見交換会を実施（年４回）

⇒ 実践を通じた課題・悩みをテーマに先進事例の紹介や意見交換を行う。

（H26のﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ「住宅の確保策」も一つのﾃｰﾏで討議、対策に反映。）

②移住・交流コンシェルジュが地域訪問の際に、情報収集。

③「高知県移住推進協議会」（年４回）の委員にも、移住促進団体から参画

いただき、ご意見を施策に反映。

ネットワーク化

高知県移住推進協議会高知県移住推進協議会高知県移住推進協議会高知県移住推進協議会

（（（（民間民間民間民間サポートサポートサポートサポート部会部会部会部会））））

ネットワークの

代表として参画

行政行政行政行政

（（（（高知県高知県高知県高知県・・・・市町村市町村市町村市町村））））

民間団体等と行政

との意見交換会 連携連携連携連携のののの形形形形

●スケジュール（案）

H26.5 ネットワーク立ち上げ

H26.10

H27.3

第３回→<ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ>→ →

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ等

第２回

民間団体

等と行政

との意見交

換会

移住推進

協議会

第●回←<ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ>←  ←

※県との連携や県補助金の活用実績

がある団体⇒15団体

は地域移住サポーター

《支援策》

『移住促進事業費補助金』で側面支援

【ネットワーク化に係る経費(ネットワーク

内での日常的な情報共有等)】

定額、100万円以内

新

暮らすさき

四万十人

大月ふるさと振興公社

拡 移住支援団体等による、連携した

事業の実施を支援（地域インターン

シップ、移住体験ツアーなど）
※県との連携や県補助金の活用実績

がある団体⇒15団体

は地域移住サポーター



「「「「高知家高知家高知家高知家」」」」プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション ２２２２年目年目年目年目にににに向向向向けてけてけてけて



1．「高知家」プロモーション 2年目に向けて／① １年目の取り組みと成果

高知を
知らない

関心がない

高知に
⾏きたくなる
高知に⾏く

高知に
何度も⾏く

高知に
住みたくなる

高知を
好きになる

○ 特設サイト構築

○ コンセプトコピー・ビデオ制作、記者発表（高知）

○ 電⾞内貼広告

・ 東京・大阪モノレール（1カ月）
・ JR大阪快速（1カ月）、名鉄ドア横（2週間）
○ ポスター制作 ○ グッズ制作（ピンバッジ、表札）

＜「高知家」県⺠運動を醸成＞

○ 記者発表（高知）

○ 県⺠430名以上が参加した「高知家の唄」制作
○ PRイベント（高知）

「高知家」プロモーション1年目の取り組み1

「高知家」ウェブサイト70万PV達成（1/23現在88.9万PV）
〜 高知をまず知ってもらう、好きになってもらう 〜

目
標

1

「高知家」プロモーション1年目の成果2

○ PRイベント（高知）
○ 「高知家の唄」楽譜を県内全小中高等学校へ配布

○ DVDの貸出

■ 高知家ピンバッジ
当初制作2,000個

→→→→ 約69,000個配布（1/10）

＜県内での波及効果＞
予定の35倍を配布

＜特設サイト＞
県のサイトPV記録の
約2倍（過去最大）

＜高知で暮らすアクセス数＞

昨年同期の約1.4倍

■ 高知家特設サイト

113,964PV（6/4）

（サイトオープン日のみ）

301,247PV
＜6/4〜1/23＞

（昨年同期208,681PV）

■ 高知で暮らすサイト

「高
知
家
」
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画

×

投
資
の
約
10

倍
の
広
告
換
算
効
果

■ 各種メディアへの露出（6月末
までの約1カ月間）

「高知家」予算約3,300万円

→ 広告費に換算すると

約3億1,200万円
の露出価値を獲得

＜移住関心度＞
サイトオープン月

が過去最高

■ 「高知で暮らし隊」登録者

2013年6月 87人
■ 移住相談件数 同133件

2



1．「高知家」プロモーション 2年目に向けて／② 今後の戦略展開

愛着度・好感度 63.6%
（⻑野67.3%、広島56.5%、香川59.3%、熊本61.2%）

観光意向度 58.6%（全国第13位）
（⻑野57.8%、広島48.4%、香川51.0%、熊本56.5%）

移住意向度 18.2%
（⻑野23.9%、広島12.7%、香川14.5%、熊本15.1%）

高
い
潜
在
能
力

愛着度・好感度 84.9%

観光意向度（＝観光リピート率）75.4%

移住意向度 32.5%

高
い

「高
知
家
」
の

63.9 61.5

18.7

54.7 51.4

14.0

高知家認知 高知家非認知

高知県観光経験なし

（単位%）

高知家認知度

21.9%
○ 5人に一人が高知家を

認知
○ 直近一年間で高知県へ

の興味が上昇した方は

92.0 83.5

39.0

82.0
72.0

29.8

高知家認知 高知家非認知

5年以内高知観光経験者

（単位%）

さらに5年

以内に高知

に来たこと

がある方は

「高知家」を認知した方は全てにポイントが高く、観光経験者で「高知家」を認知した人はさらに高い

「高知家」プロモーションの検証（「高知家イメージ調査※※※※」より）3

「高知家」プロモーションの今後の方向性4

※⾸都圏・関⻄圏エリア居住者「高知県イメージ調査」結果（2013/10）（n=5000）【ベンチマーク県／⻑野県、広島県、⾹川県、熊本県】（20代~60代の男⼥を対象にインターネットで調査）

の
認
知
度

18.7
14.0

好感度 ⾏きたい度 住みたい度

の興味が上昇した方は
20%

（熊本21%、香川16%、
⻑野16%、広島15% ）

29.8

好感度 ⾏きたい度 住みたい度

＜「高知家」プロモーションを継続・強化＞
①「高知家」の認知度をさらに上げ、⾏きたくなる、住みたくなる人を増やす
②「高知家」統一キャンペーンと関係各部のセールス施策を組み合わせ、観光

客増・移住者増・県産品の販売拡大という具体的な成果に直結させる。

⑴「高知家」プロモーションは

一層の投資効果が期待できる
⑵「高知家」プロモーションは

具体的な成果に結び付く

① 高い潜在能力を持つ高知県。高知県に来ればさらにその良さを実感。
② 「高知家」の認知度は非常に高く好印象。「高知家」を知ることで高知県に対する

イメージがさらに向上。
③ 「高知に来たことがある」かつ「『高知家』を知る」と高知県に対するイメージが

大幅に向上（54.7％ →→→→ 92.0%）

ポ
イ
ン
ト

「高知家」を知れば、
高知県を好きになる、
⾏きたくなる、住みた

くなる。



1．「高知家」プロモーション2年目に向けて／③ 今後の具体的な取り組み

高知を
知らない

関心がない

高知に
⾏きたくなる
高知に⾏く

高知に
何度も⾏く

高知に
住みたくなる

高知を
好きになる

プロモーションのH26・H27の業務遂⾏目標

H25の展開

各部・各団体 セールス施策を展開

H26〜H27の「高知家」プロモーションの展開

H25 H26 H27

高知家の認知度 22% 25％ 30%

愛着度・好感度 63%
認知度の向上

に合わせて

それぞれUP

認知度の向上

に合わせて

それぞれUP
⾏きたい度 58%

住みたい度 18%

定期的（年2回）にイメージ調査を実施し、それぞれの指標の
到達度を確認しながら投下施策を⾒直し、業務遂⾏目標を達成

取り組みの目標5

平成26年度の事業展開／ 97,491千円（H25.12月補正の債務負叕⾏為89,100千円の現年化を含む）6 新

Ⓐ60代への発信

Ⓑ若⼿社会人への発信

Ⓒ食を中心にした発信

Ⓓリピーター獲得

Ⓔ住むを意識した発信

○ 観光客

400万人以上
○ 移住

500組以上
○ ⾷料品製造業出

荷額等

800億円以上

H27の成果
達成を加速化

○ PV動画制作（5種）

○ 高知家特設サイトの充実

（メイン1種、サブ4種）

○ ウェブ広告のバナー制作

など

① 切れ目ない話題の提供

○ ⾞内貼り広告

（東京モノレール、JR大阪）

○ トレインチャンネル

（⾸都圏・関⻄）

○ 東京での記者発表、ウェブ

広告、雑誌等とのタイアップ

など

②「高知家」の露出強化

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

高知県が好きになる、県産品を買いたい、高知県に⾏きたい、住みたい人を増やし、「買う」「来る」「住む」⾏動につなげる

外商推進本部を
中心に「高知
家」プロモー
ションと各セー
ルス施策をより
強力に統一・連
動させて展開

セ
ー
ル
ス

高
知
家
統

一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開

外商拡大、移住
者増、観光客の
増など産業振興
計画によって生
まれ始めた成果

＜官⺠協働によるセールスをさらに強化＞
○ 観光振興施策
○ 移住促進施策
○ 農産物・水産物・加工品などの販売拡大施策

セールスを強力に後押し

具体的な
成果に直結

イメージ調査に
基づく強化点


